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1 1ま しめに

施設栽培は露地栽培と環境条件が異なるにもかかわらず,露地裁培の技術をそのまま持ち込んできた

ため土壊・肥料的に色々の問題をおこしている。特に塩類集積は施設土壊の特徴的な現象である。この

ため作物は濃岐障害をおこし,収量,品質に影響を与えている。

本報では,施設栽培における施肥および土壊の化学性の実態を明らかにして,こ れに基づいて土壌肥

料に関する2・ 3の問題点とその対策について述べてみる。

2 施設栽培 における施肥 および土壊化学性の現状

1)施肥の実態

施設野菜における施肥実態を知るため昭和49年～50年に宮城県亘理町 (イ チゴ),石巻市 (キ ュウリ)

の施設野菜について調査を行った。その結果を表-1に示した。施肥量は化学肥料,魚粕,油粕,骨粉 ,

鶏糞の含有成分は保証票,ま たは専門書の成分表によって算出し,こ れを積算して表示した。しかし,

堆肥,稲わらが保有する成分量は施肥量には加算しなかった。

表-1 施設における施肥量 (10a)

施設栽培における施肥技術

活I葛戸ヽヽ 輩ゝ二
物 イ チ ゴ (亘理 ) キ ュ ウ リ(石巻 )

最 高 最 低 平  均 最 高 最 低 平  均

N   (降 ) 688 118 396 1386 205 57 3

P2°5 (降 ) 921 125 472 1554 328 64 8

K2°   (町 ) 598 240 2240 201 770

CaO+MgO (kr) 4790 0 98 7 41X0 0 1740

M80   (峰 ) 479 0 157 1200 0 30 0

堆  肥 (t) 79 0 150 0

稲 わ ら (t) 22 0 0

調 査 戸 数
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調査結果によると,10o当たりの施肥量は亘理町のイチゴ栽培団地では窒素12～ 69降 ,リ ン酸13～ 92

峰 ,カ リ5～ 59町であつた。また,石巻市のキュウリ載培団地では窒素21～ 1390,リ ン酸33～ 155■ ,

カリ20～ 224●の施肥量となった。

このように,両地区の施設とも全般に施肥量が多く,特にキュウリではりん酸155峰 ,カ リ224時の多

肥もみられた。また,栽培者によって施肥量の変動が著しく大きいことが認められた。

石灰,苦土質肥料はイチゴ栽階者の約70%,キ ュウリ栽培者の80%が施用しており,その最高施用量

は10a当たリイチゴで400峰 ,キ ュウリで480時であった。この反面,石灰,苦土質肥料を全く施用しな

い栽培者も20%～ 30%み られた。

施肥量の平均値を肥料要素で比較すると,イ チゴ栽培者は窒素,り ん酸の施肥量が多く,キ ュウリ栽

培者ではりん酸,カ リが多いのが目立っている。

使用している肥料では化成肥料が主なものであるが,そのうちIB,CDU,有機入り化成など緩効性
肥料が多かった。また,油粕.魚粕,骨粉,鶏糞などの有機質肥料も両地区とも使用されている。液肥

はキュウリの追肥用として約半数の栽培者が使用している。

堆肥,稲わらなどの有機物は80%以上の栽培者が施用しており,その最高施用量は,キ ュウリ栽培団

地で稲わら5t,堆肥15tで あった。

2)施設土壌の化学的性質

施設土壊の化学的性質を把握するために,両地区のそれぞれの栽培者の施設から作土層に相当する部

位 (0～ 20 cr)について採土し,風乾後 2‐以下に師別し化学分析に供した。

表-2は両地区における施設土壊の化学性を示したものである。

表-2 施設土壌の化学的性質

項 目く
物 イ チ ゴ (亘理 ) キ ュ ウ リ(石巻 )

最  高 最  低 平  均 最   高 最   低 平   均

pH 722

E C  (mmho)

NH4 N+N03N(呼 ) 1493

P2 ° 6 (暉 ) 264 4 519 1430 289 7 1750

K2 0    ●0
M80   0 16 17

Ca0   60 122

MgO/K2° 73

分 析 点 数

出

０
　
　
　
浸

鰯
　
　
　
４ＡＣ

５

　
　

　

Ｈ

●　
　
　
　
Ｎ

ｌ

法

　

Ｎ．

水
ｙ２
　
「

ｉ
Ｂｒａ　
　
ｐＨ

Ｉ

リ

‐

０
５
０

０

０

ＥＣ
Ｐ２
Ｋ２
唯
Ｃａ

注

-48-



なお ,両地区の上壌の一般的性質を知るため,採上した施設周辺の露地畑について調査した結果を表

-3に示した。

表-3 調査地区の露地畑土壊の理化学的性質

項 目

地 名

PH T―N
(%)

CEC
(me)

T一Base

(me)

りん酸吸

収 係 数
仮比重 土性 備  考

H20 Kcl

理

巻

一旦
石

572
6 76

411
5'1
0119

0127

56
72

1 29

111

S

LS

ハウス附近
の露地畑

施設土壌の化学的性質の概要は次のとおりである。

pH:全般的に施設土壊の pHは高く,特に亘理土壊では調査数 50点のうちpH 7以下のものは僅か 17

点で大部分はアルカリ性を示し,平均値で 722と なった。また,石巻土壌でもPH 65以上のものは約

50%近 くを占めていて全般に土壊 pHは高 く,最 も高いもので El理土壊は823,石 巻土壌で 754を示した。

EC:亘理土壊では 009～ 098ミ リモーで平均 034ミ リモーであった。石巻土壊で 010～ 376ミ リ

モーで平均すると096ミ リモーであった。両地区の上壌とも平均値でみると,施肥量が多い割にはEC

は高 くなかったが,これは両地区とも緩効性肥料 ,有機質肥料を多く施用しているので肥料の分解が十

分に進んでいないためと考えられる。しかし,一部には明らかに作物の生育を防害すると思われる高い

ものもみられた。

Nt_N:土 壊中の無機態窒素量はほぼ土壌 ECと 同じ傾向を示し,ECが高
い石巻土壌は亘理土壊よ

り窒素量も多く検出された。そして石巻土壌では土壊 100′ 当たり50暉以上のものは30%も 認められた。

P205: 両土壊とも有効態 りん酸は非常に多く,亘理土壌では最高 264暉 ,平均 143暉であった。そし

て土壌 100′ 当たり100暉以上のものは70%に も達している。一方 ,石巻土壌では最高 290暉 ,平均 175暉

で85%の栽培者で 100暉以上の高水準であった。

K2° :置換性カリはりん酸と同様に施設土壌では多い成分であるが,こ れは化学肥料の多施用のほか

に稲わら,堆肥などか ら供給されるためであろう。

土壌のカリ含量が lme以上のものは亘理土壌で約35%.石巻土壊では80%も 認められた。

鞄 8:置換性
としてのこの両成分は,石灰 苦土質肥料が多く施用されているためか両地区とも多く

検出された。すなわち,亘理土壌では石灰 ,苦上の含量の平均値で 1llne,石 巻土壌で16meで あった。こ

れは土壌の塩基置換容量を遥かに超過した塩基含量である (表 -3参照 )。

彎′祗 。 土壊
の置換性苦土に対するカリの割合は ,そ こに生育する作物の苦土 ,カ リの栄養診断に

役立つと考えられているので算出した。その結果 ,施設土壊の苦土・ カリ比は露地土壊に比べて異常に

低いことが認められた。両地区の土壊で最低 06～ 09,平均 20程度であり,健全土壌の 6～ 13に比べ

て著しく低いことが明らかとなった。

水溶性塩基 :水溶性塩基の存在 も施設土壊の特徴の一つである。図-1は石巻土壌における水溶性塩基

を/1Nしたものであるが ,こ れによると,水溶性カリは置換性カリの約20%,ま た石灰 ,苦土はそれぞれ

15%,6%程度が水溶性であった。
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図-1 施設土壌の水溶性塩基の割合

3 施設栽培における土壌肥料の問題点

1)窒素肥料の多用による塩類集積

施設栽培は露地栽培に比べて収益性が高いことなどの理由から全般的に施肥量が多い。しかも雨によ

る溶脱がほとんどないので,連作を続けると次第に残存窒素 (塩類 )が集積して作物の生育を阻害する

ようになる。

窒素は作物の生育,収量を左右する最も重要な肥料成分であるが,窒素が多くなれば土壊の電導度 (

EC)も 高くなり,作物の生育抑制,あ るいはカリ,石灰などの吸収を抑制するようになる。 トマトの
尻腐れ,セルリーの褐変腐敗する心腐れはいずれも多窒素による石灰の吸収が抑制されるためであると

いわれているP

窒素の施肥量と収量について検討した結果でも,施肥量を多くしても必ずしも収量は多くなっておら

ず,両者の間には一定の関係は認められないようである:)し たがって,過剰な施肥とならない施肥設計,

または塩類集積によるECを 高めないような肥料の選択が大切である。

施設内は外気より温度が高いので地表面から水の蒸発,作物の葉面からの蒸散も旺盛となるので,土

壊溶液の塩類は次第に濃縮されてくる。このため,潅水は塩類濃度を下げる効果は大きいといえる。

2)り ん酸の集積

表-2に示すように,両地区の土壌ともかなり多くの有効態りん酸が集積している。

りん酸が作物の光合成,呼吸作用に大切な要素であるから,肥料として施用すればそれなりの効果は

奎
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期待できる。しかし,施肥量が多 くなるにしたがってその効果 も増大するとはいえない。表-3に も示 し

たように,宮城県の施設栽培の盛んな亘理 ,石巻地域は砂質系統の土壌が多い。このため,り ん酸吸収

係数も500～ 800程度でそれ程高 くない。したがって,施肥 りん酸の有効陛を大 きく低下させるとは思

われない。火山灰土壌のように, りん酸吸収係数が 2,000～ 2,500と いうように高い場合に,そ の改良法

として吸収係数の 5%,10%に相当するりん酸肥料を施用するのは,土壌中により多くの有効 りん酸を

確保し,作物の生育 ,収量をよくするためである1)

本報では,有効態 りん酸はBray 2法 によって測定 しているのでTruog法に比べて数倍多くの りん酸

が流出していることになるl・
)

山本は
21)土
壌中の有効態 りん酸含量をTruOg法 で非火山灰土で 2暉 ,火山灰土で10暉 ,あ るいはAl型

りん酸70%の水準が好ましいとした。Bray 2法はAl型 ,り ん酸も定量されるのでTruog法 に比べて数

倍多くの りん酸が検出されることになる。

施設土壌における野菜の生育に必要なりん量はどの位のレベルでよいか明らかでないがTruog法 の2

～4倍量 ,つまりBray 2法では上限70暉程度あれば十分ではなかろうか。

このことから考えると,亘理 ,石巻土壌は平均値でそれぞれ143暉 ,175暉を保有 しているので ,かな

り多 くのりん酸を集積していることになる。

現在 ,り ん酸の過剰障害は確認されていないが,伊藤ちは水稲においてBray 2法で 200暉 ,水溶性

りん酸 (浸出比 土 :水 1:10)で 100「 以上になると過剰症が発生するだろうと報告している。

一方 ,梅原穂高知県でピーマンを栽培し,T ruog法 で 200～ 400暉 レベルのものと,40～ 70暉 レベル

の りん酸では生育,収量には差がなく,ま た ,有害作用も認められなかったと報じている。

このように,野菜の生育における土壌の有効 りん酸の目標値は十分に解明されていないが ,施設土壊

の りん酸含量の現状 ,あ るいは,肥料経済の立場から考えると,今後は作物によって吸収持ち出される

量の 5～ 10時程度の施肥でよいのではなかろうか。

3)カ リ過剰による苦土欠乏の発生

山崎は作物の苦土欠乏をおこす原因として①土壊の苦上含量が少ない。②苦土に比べてカリ量が多く,

苦土・ カリ比が低下 (カ リ偏用上壊 )した場合に発生するとした。表-2に示したように,両地区の土壌

は苦土・カリ比が著しく小さく,山崎のいうカリ偏用土壌になっていることが認められた。この苦土・

カリ比を小さくしている主な原因は稲わら,堆厩肥からカリ成分が供給されるためと考えられる。

例えば,10o当たり堆肥 5t,稲わら2tを施用すると30時のカリ量が供給されることになる(表―

4参照 )。 このように,有機物を多量に施用した場合は,こ れが保有するカリ相当量だけの化学肥料の施

用を減ずるなどの工夫が必要である。

表-4 堆肥・稲ワラ・鶏糞施用による要素供給量



カリ成分は,三要素のうちで最も多 く作物に吸収される成分であるか ら窒素 ,り ん酸に比べて多 く施

用するのは普通であるが ,多用はカリのぜい択吸収を助長するばかりでなく,他要素とのパランスを乱

す原因となるので ,好適なバランスを保つように施肥および土壌管理が必要である。

4)土壊改良の目標としての塩基飽和度

従来 ,土壊改良の目標として塩基飽和度を50～ 80%に維持管理することが望ましいとされてきた1)し

かし,前にも記述したように,施設土壊では塩基飽和度が90～ 100%,あ るいはそれ以上になる例は決し

て珍しくない。それにもかかわらず土壊 pHが 5～ 6の微酸性になるという不思議な現象に遭遇する。前

者は水溶性塩基が多いためであり,後者は硝酸の集積によるためと考えられる。

本来ならば ,土壊が酸性であれば,塩基状態として100%飽和ということはあり得ないはずである。し

たがって ,施設土壊ではこの目標値は適用でないのでその取扱いには要注意である。

5)施設土壌の″一時的酸性ク

施設土壌は石灰 ,苦土などの塩基が十分にあるにもかかわらず ,土壌が一時的に酸性になることがあ

る。

この原因は,窒素多施用による硝酸の集積によるもので ,石灰 ,苦土などの塩基不足によるためでは

ない。作物が硝酸を吸収して土壌に少なくなると,土壌 pHは次第に高くなってくる。。

図-2 尿素の分解過程における窒素形態
と pHの変化 (橋田 )
(尿素 :N80暉 添加 25℃ )

図-2には,ILEに尿素を施用し,尿素の分解に

よる窒素の形態変化と土壌 pHの変化を示したも

のである[)

これによると,尿素が分解してアンモニアが生

成集積すると土壌 pHは高 くなり, ピーク時には

pH8以上になるが ,次第にアンモニアから硝酸に

変化すると土壌pHは徐々に下ってきて ,約 3週間

経過するとpH5附近まで下るようになる。

このように,土壌 pHを変動させている原因は,

施設土壊では塩基不足によるためでなく,施肥窒

素が多いために多量の硝酸が土壌に集積したため

におこる "一時的酸性 ,,である。

8

7

6

土
壊
N

しかし,pH4～ 5附近に下っても,作物は酸性害を受けることなく正常に生育していることが多い。

これは根が接触している土壌溶液は常にpH6～ 7附近に保たれているからである。つまり,集積した硝

酸は溶液中で硝酸イオンと水素イオンに電離する。この水素イオンは土壌の置換性石灰と交換して溶液

中で硝酸石灰の塩を生成する。硝酸石灰の水溶液は中性であるから土壌溶液は常に中性に保たれている。

しかし,土壌のほうは施肥窒素が多 くなれば硝酸も多くなり,土壌のカルシウムが減って,その代りに

水素イオンだけが増加するので土壌は次第に酸性が強くなってくる。この場合には,酸性を中和するた

めに石灰を施用する必要はない。硝酸が少なくなれば再び pHは上ってくる。

- 52-



表-5は石巻土壊における硝酸含量と土壊 pHと の関係を示したものである。

これから理解されるように,土壌 PHが高い場合は硝酸含量が少なく,硝酸含量が多いときはpHが低

くなる関係が認められる。

表-5 土壊 pHと N03~Nと の関係

壊 M NO「 N(暉 ) pH

578

611

5 65

6 94

5 34

5 97

5 88

579

551

5 79

4 施設栽培の施肥技術

前にも記述したことく,施設は肥料の流亡がほとんどないから,連作を続けると次第に土壊に残存肥

料が集積して生育障害をおこすことが多い。このため施設では土壌の塩類濃度を知るため電導度(EC)

を■ll定 し,この値から土壌窒素量 (無機態 )を推定し,作物の濃度障害の発生程度の予測 ,また施肥窒

素量の参考にしようとする試みがなされている16,7,12)

本報ではこのような観点から主として窒素施肥について述べることにする。

:)ECと 無機態窒素との関係

図-3は砂質の亘理土壊と粘土質の宮城園試

ほ場の上壌を用い,施肥窒素量を変えて野菜を栽

培し,その跡地土壌の ECと無機態窒素 (NH4

NttNO「 N)と の関係を示したものである。

これによると,両土壊とも施肥窒素量が多 く

なればECも 高 くなっている。しかし,こ の高ま

りかたは土壌の種類によってちがっている。例

えば,同 じ窒素量であっても亘理土壊は高く,

園試土壌は低い。このことは,上壊 ECを 測定

し,同 じ値を示しても土壊の種類によって保有
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電 導 度価凸0/CI)

pH       NO「 N(■7)

754

7 38

701

6 98

697

693

692

6 92

6 88

6 84

注)石巻ELa

′Y-3763.+315
γ-0901(n-36)
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図-3 土壌 ECと 無機態窒素との相関
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している窒素量が異なることを示している。

このように,ECと 無機態窒素との間に高い

正の相関関係があることは ,ECに対する無機態

窒素の回帰式を求めておくと容易に土壊中の窒

素量を知ることができる。図-3にはそれぞれの

土壌窒素とECの回帰式を示したが,こ の場合の

yは土壌 100′ 当たりの無機態窒素量 ,xは電導

度 (EC)で ある。

0 2   0 4   0 6   0 8  1 0

電 導 度価出o/c・ ll)

無
機
態
窒
素

（
噂
／
ｍ
Ｏ
）

無
機
態
奎
素

（
り
／
囀
ｇ
）

図-4 土壊 ECか ら窒素量の算出図

2)EC値 から施肥窒素量の算出

前述したことく,土壌 ECと 無機態窒素量は極めて高い相関関係にあり,こ のECからこれに対応する

無機態窒素量を回帰式によって計算することができる。そこで具体的な施肥窒素量を算出するため,そ

れぞれの上壊について実用上必要な部分を拡大したものを図-4に示した。

この図からEC05お よび 10ミ リモーに対応する無機態窒素は土壌 100′ 当たり亘理土壌22～ 41暉 ,

園試土壊では31～ 54暉であることがわかる。土壊中の無機態窒素量がわかれば施肥窒素量の算出,あ る

いは追肥要否の判定に役立ってくる。

例えば亘理土壊において,あ る時期のECが 05ミ リモーであったとすると,こ の ECに対応する無機

Y-46311,+756

γ-0944(n-36)
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態窒素量は図 -4から22η である。この場合,野菜が健全でしかも多収をあげるために必要な土壌の適正

ECは 08ミ リモーが望ましいとすれば,こ れに対応する窒素量は33暉である。したがつて ,EC 08ミ リ・

モー ,窒素量33暉にするためには土壌 100′ 当たり33昭 -22暉 =11暉の窒素が必要な量ということにな

る。しかし,こ の図から10o当た りの施肥量を算出するには,土壌の仮比重 ,施肥面積率を考慮して算

出すればさらに正確な施肥量が決定できる。

今 ,計算を簡単にするために土壌の仮比重が 10の場合の耕± 10cll当 たりの 10o(10万峰 )に換算す

ると窒素施肥量は 11時 ということになる。この 11均窒素量は10%,20%含有窒素肥料を施用すれば計算

上それぞれ HO時 ,55助が必要となる。

しかし,施設栽培において追肥をする場合は全面に施用することは少なく,一般にベットなどある限

られた部位に施す場合が多い。宮城県の施設における栽培様式をみると,実際に作付し,IEl巴 をしてい

る面積はその施設の60～ 65%程度で残 り40～ 35%は畦間とか通路になっている場合が多い。 したがって ,

計算上 ■o峰 ,55時の肥料が必要となっても,施肥面積率を考慮するか否かで施肥量は35～ 40%も大き

く誤差が生ずるようになる。

3)前作の残存量と施肥窒素の調整

施設栽培では前作の残存量がどの位か把握できれば,後作の施肥設計がよリー層適正となってくる。

図-5には佐藤らかトマト栽培について ,ま た表-6には藤崎 :総 キゞュゥリ, トマ トの栽培における土壌

ECに対する施肥窒素の調整基準を示したものである。   図-5の左藤らの結果では,土壌EClミ リ

モーの場合は標準施肥量の約70%を減じて

もよいことを示している。また,表-6は土

壌 EC lミ リモー程度の場合は ,キュウリでは

沖積土 ,火山灰土とも無窒素でよく,ト マ

ト栽培では標準施肥量の70～ 80%減肥して

よいことを示している。

土壌ECによって施肥量を加減しなければ

ならないが,こ れはそれぞれの作物の生育を

好適な条件で肥培管理するためである。

(藤崎 ら )

キュウリ 30～ 36町/10a
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EC
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1do)10

05

施屁二減量割合 (%)

図-5 肥料残存量と施肥量の調整 (佐藤 。錦古里 )

表-6 肥料残存量と施肥量の調整

沖 積 土 火 山 灰 土

NO「N
(%/100′ )

EC
(1:5)

施肥窒素量 (聴/10o) NO「N
(aみ/100′ )

EC
(1:5)

施肥窒素量 (降/10a)

(車こ歳) 論鶴 (単通畿) 論鶴
１０

２０

３０

５０

７０

００

0 52

084
116

1 82

2 44

3 40

１０

２０

３０

５０

７０

００

0 48

0 76

0 83

1 88

1 53

2 05

ゎ 標準窒素量 :ト マト 30町/100



表-7 野菜の生育と土壊の適正 EC

(0 キュウリ

研究機関 適正 EC朱 適正 EC※

12

15

04
10
05～ 10

※ 土 :水の比 (1:5)ミ リモー

千葉 農試

神奈川農試

茨城 農 試

栃 木 農 試

育  苗  期
生 育 初 期

開花・ 肥大期

収  穫  期

05～ 08
05～ 08
05～ 10
07～ 15
06～ 14
05～ 09

05～ 15

研究機関

栃 本 農 試

静 岡 農 試

奈 良 農 試

表-3 イチゴの生育ステージに
おける適正 EC

生 育 時 期 EC(mlnho/c8)
野菜栽培における土壌の好適 ECは ,研究者によって多少の違

いはあるが (表 -7参照 ),おおよそキュウリで05～ 15ミ リモーで ,

平均的にみると約 1ミ リモー附近と思われる。また,イ チゴで は05

～12ミ リモーで好適ECは 07～ 08ミ リモー附近で,ややキュウリ

よりは低いものと考えられる。しかし,表-81蘇すように,作物の

生育ステージ子とょって好適ECが異なるのは当然であり,幼苗期 ,

生育初期には低く,収穫期には高く管理するのが普通である。

03～ 05
03～ 05
05～ 10
10～ 12

5)過剰塩類の除去

前述したことく,施設栽培では連作によって土壊に塩類が集積し,作物の生育を阻害することが多し、

この集積した過剰の塩類を除去する方法として①灌水による洗法,②青刈作物による吸収除去がある。

(1)潅水による除塩

施設土壊のECを高めている元凶は硝酸であるが,硝酸は他の塩基と結合して硝酸塩となっている。 こ

の硝酸塩は水に極めて溶解しやすい性質を利用

して容易に除塩することができる。しかし,灌

水によって下層べ移動しても再び地表に上昇し

てくるので暗渠などの排水施設が整備していな

ければその効果は小さいといわれが:

図-6には蟻りIIら あ成績 ,ま た,表 -9には

西本らあ成績を参考のために引用した。

図-6の成績によると,トマト, レタス, トマ

トを 3作栽培 したあと,1日 100回 2回灌水する

ことによって ,土壌ECは著しく低下し,4作 目

のキュウリで13%,5作 目の トマトで27%増収

し,収穫期も早まったと報じている。

作  物 ト レ ト キ ト
マ タ マ う マ
ト  ス  ト  リ  ト

図-6 源沓雫〒蟻点3す壌塩類濃度

CittF閣称絣鰤 i臓励

(2)イ チゴ
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積
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０
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表-9 溝水量及び灌水回数と排水量・排塩量

～

排  水  量 排  水  率 排塩量 (NOrN) 排 塩 率

50回 灌  水
100面 灌  水
200“ 灌  水
50嘔  2回 灌水
100‐  2回灌水

455鵬

2,558

7,430

2,603

7,294

174

512

74 3

52 1

729

367昭

2,441

4,785

2,692

4,306

73%
48 8

95 7

539

86 1

淋 率=は X則 幅 ) 排塩率=艦畳Xm(%)

また,表-9では 100mの灌水で約 50%,200"の 藩水で90～ 95%の除塩ができるとした。

このように,両試験とも灌水による除塩効果は大きいので ,パ イプハウスなどの施設では,体関期に

は口」能な限り被覆用のビニールなどを除去し,降雨による除塩を促す工夫が必要である。しかし,固定

あるいは連続的に作付する施設では,集積した塩類を除くことは困難であるので ,過剰な施肥を行わな

いように土壌診断を行い ,これに基づいた施肥設計を立てる必要がある。

(2)青 刈作物による除塩

この方法は,休閑期を利用して トウモロコシ,ソ ルゴーなどのイネ科青刈作物を栽培することによっ

て ,集積している塩類を作物に吸収させて除塩する方法である。しかし,こ の方法は連続的に作物を栽

培する施設では適用できない欠点がある。

青刈作物は,①過剰塩類の吸収除去 ②鋤き込みによる有機物の供給 ③野菜と異った作物の作付け

による土壊微生物相B変化などの効果があげられる。

K20
(%)

図-7には富城園試2おいて,ト ゥモロコシを栽培し

た場合に,こ れによって土壌のECおよび塩基が減少

する割合を示したものである。

トウモロコシは 4月 27日～ 6月 21日 まで56日 間栽培

し,生体重 5～ 6tの生育量であったが ,刈取後の土

壊 ECは作付前の約 50～ 70%,置換性カリ40%と 減少

割合は大 きかったが ,石灰 ,苦土は 5～ 15%程度で小

さかった。

減

少

率

|]

(mml。 )   EC
2卜
●前

|'i  彗需
'1

り 19      素 k, り b

青刈作物による土壌ECおよび塩基
の減少割合 (園試土壌 :CEc約
29 me)
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5 おわ りに

施設野菜は雨をさえぎり,しかも高温多湿の状態で多肥栽培をする関係上,露地栽焙とちがった色々

の問題が生してぃる。例えば,塩類集積による濃度障害,塩基組成のアンバランスによる生理障害,同

一作物の連作による特定病唐の多発などである。

したがって今後より永続的な施設経営をするためには,土壊診断による施肥設計,肥培管理を一層徹

はする必要があると考えられる。
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